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・‘y星”が見頃！1
　輪のある遊星として大V・に親しまれ
てみる土星が，愈ζ観：賞にもって旧い
の頃となりましたので，何かと思ひ付
くましに述べて見ませう．
　土星の大さは色々の書物に書かれて
　ゐますが・直径が12萬凹凹と言っても
藪直が眠き過ぎて頭にピンと悼ません
　から一つ小さなモデルにして説明する
事にしませう・地球の直裡を10粍とし
　た縮尺で考へますと土星赤道の直径は93粍となります・趣直裡の方は可なり短か
　く84粍で，つまり楕率はVI　Oと言ふ相當に偏雫な形をしてゐます・例の輪の一
　番外側の直径は216（以一ド粍を略），最も内側の一二は112となります　從って土星
　と輪との間隙は9程で輪の幅は52程となります・之の輪は更に3つに分たれ・外側
　からA，R・C輪と呼ばれます・AB輪間にカシ＝暗線があり，　Cは縮緬輪とも
　言はれ牛透明で，之を逓して土星本論が見える事は既に御承知の疽りです・側て
　之等AllC等の幅を上のモデルで言表はしますと，　A輪の幅が13，カシニ暗線
　のが3，B輪が20，　BC輪間にも亦暗線がありまして，其の幅が】，　C輪のが】5
　となり圭す．斯く輪は相三幅廣いにもカへはらす，その厚さは非常に薄く駈oo粍
程の紙の厚さよりもっと薄い事になります・で之の天界
　之の輪は土星赤道に正確に一致してゐましてJ［：星の軌道面とは27度，黄道
とは28度の傾斜をしてゐますので，其の公i博週期29年雫の間に2鳳帥ち約
15年に1同宛輪の面に地球が入ります．之の時には特別の揚合を除けば大望
遠鏡を以ってしても輪を見る事が出來なくなります．其の中間の時期には地
球から見て輪が27度と言ふ最大の傾きを示します・之の輪の潰失するのは獅
子座及び水瓶座に土星が來た時で，最大の傾をなすのば牡牛座と双子座との
中間及び射手座に來た時であります．現在は既に水瓶座にゐまして，明年秋
にもなれば見えなくなる時がやって來ます．
　現在r【二星までの距離はとiliしますと本月始めで8．7天文軍位，之れを上の
モデルで言ひますと，約1粁となります．つまり吾人が望遠鏡で土星を見た
のと1粁の彼方に上記のモデルを置いて望遠鏡で見たのとは同じ大さに見え
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る筈なのです．つまり100倍で見るならば，之のモデルを10米の距離に置v・
て肉眼で見るのと同じ大さになるわけです．今年はこれが一番近い時で年末
にもなると上記のモデルで12粁となります．
　土星の輪は一剃刃であるかと申しますと，之は決して1個の固艦ではあり
得ません，と言ふのは色々の誇縁が上って居るからです．例へば衛星ヤペト
スをバーナードが観測した所に依りますと，；il星の影に居る間は全然見えな
かったものが輪の影に入りますとB輪の影を除けば，かすかながら貯める事
が出來たのでありまして，之れはつまり太陽の光が輪を通して衛星を照らし
たわけです．或は恒星が輪を通して見えたり，カシ＝暗線の所では星の光度
は少しも減じない等の観測があり，最後の止めを刺すものとしてスペクトル
観測に依りまして，輪の六畜速度は内側程速くC輪の最も内側は約9時闇で
1廻輻し，A輪の外側では16時間を要する事が判りました．更にそれより前
に理論の方面から研究されてるまして，クラ】ク・マックスエルは之の輪が
一個の固膿や液灘ではあり得ないで，無敷の微小天艦の集合でなければなら
ぬと論じたのでありました．更にカ1クウッドの研究から，カシニ暗線及び
BC輪間の暗線等は土星の内f7ili星の公嬉週期の簡輩な分数と同じ週期を持っ
てるる所に二ってるる事が知れました．託れは丁度小遊星の軌道分布が一re
の週期に關係あるのと同じでありまして，品等から輪が微小天膿の集合であ
る事：が讃明された次第です．そしてスツル1への計算に依りますと，輪全膿
の質量は吾が月の極程しかないそうであります．
　　土星の月（衛星）は縮籔10個ありますが6番目の衛星チタンの光度が8等級であ
　る以外は10等級或は其以下で，望遠鏡で見ても木星の世界の様に奇麗ではありま
　せん・之等10個の衛星が土星の．9」心から何程の4均距離にあるかを繭記のモデル
　で申しますと近い方から順に，約15糎，ユ9糎，23糎，30糎，42糎，96楓1米1う糎，
　1米6糎，2米SO糎，　IO米となります・（因に地球刀聞の距離は30糎に相惚します）
　之等が短かきは1日足らずから，長きは1年牛の日数を要して土星を廻ってみるの
　であります・（吾が月が27日絵なる事は言ふも野暮）．
　物好きな造物主がみて，土星を水の中へ投げ込んだとしますと，之の星は
決して沈ますに俘いてるる筈です．それは．h星の比重が水より輕いからです
が，絡質量は地球の約100倍あります．　（星見）
